
王子ホール  東京都中央区銀座 4-7-5 
●JR 有楽町駅下車・銀座口から徒歩７分 

●地下鉄銀座駅下車・A12 出口から徒歩１分 

●地下鉄銀座一丁目駅下車・９出口より徒歩５分 

●地下鉄東銀座駅下車・A２出口から徒歩２分 

 

瀬尾美智子(ソプラノ) 
東京藝術大学卒業。川崎賞音楽コンクール入賞。オ

ペラ「コシ・ファン・トゥッテ」(モーツァルト没

後 200 年記念神奈川公演)でフィオルディリージ

役、「シンデレラ」(マスネ作曲・本邦初演)でノエ

ミ役、「アマールと三人の王様」で母役、他「カル

メン」「フィガロの結婚」「魔笛」「ファウスト」等

のオペラで主要な役を演じる。オラトリオ、「第九」

のソプラノソリスト、またコンサートを各地で開

催。1995年にボン(ドイツ)、1998年、2002年には

シュトゥットガルト(ドイツ)においてコンサート

に出演。現在、横浜みなとみらいホールを拠点にし

て、「あなたの歌、わたしの歌」(日本の歌を中心に)、

「吟遊詩人」(外国の歌を中心に)の二つのコンサー

トを展開している。 

横浜シティオペラ、日本演奏連盟、二期会、各会員 

 

 

 

 

ショパンの愛したピアノ 

プレイエル Pleyel 1840年製 80鍵盤 （ナトリピアノ社 調律・管理・所蔵） 

ショパンは20年間の半生をパリで暮らした間プレイエルのピアノを好んで使用したと 

 伝えられています。その愛器はワルシャワのショパン協会博物館に所蔵されています。 

また国立パリ高等音学院の楽器博物館にも所蔵されています。多くの曲を創り出した 

同じ型の同じ時代のピアノで、当時の音そのままを聴く事が出来る逸品です。 

 

フレデリック・ショパン(1810～1849)Frédéric François Chopin 
「私は、気分のすぐれない時には音がすでに完成されていると思うエラールのピアノを好んで弾く。 

しかし、体調が良くて自分の音を創り出す力に溢れている時はプレイエルのピアノが一番だ。」 

 

名取典子(ピアノ) 
桐朋女子高等学校音楽科卒業。ドイツ国立ミュ

ンヘン音楽大学、同大学院マイスタークラスピ

アノ専攻卒業、ピアノ室内楽マイスタークラス

でも学ぶ。DAAD(ドイツ学術交換局)より卒業奨

学金を受ける。その後、ザルツブルク モーツ

ァルテウム音楽院で研鑽を積む。ドイツ演奏家

国家試験、音楽教師国家試験に合格。在独中、

イタリアベルガモ音楽祭で１位受賞しイタリア

各地でリサイタル。その他ドイツ、スイス、オ

ランダなどヨーロッパ各地でコンサートに出

演。バイエルン放送局オーディションに合格し、

同放送局出演。現在は、定期的にソロリサイタ

ル、シリーズ「名曲の宝石箱」、「マーノジョイ

ントコンサート」の開催等、各地で活発に演奏

活動を行っている。 
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